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蒸着用光源
 Xeランプと分光器を組合わせた266nmの光源
を設置。
 分光器出口；96W
 跳ね上げミラー直後；18W
 カソード上；～6W
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図２．光学系配置図



CsTe成膜実験

図３．Te成膜 図４．Cs蒸着

•膜厚380.7A’でTe成膜終了

•光電流値が数十 nAに対してバックグラウンドレベルが4 mA→SN比悪い

Bias:-100 V 光源パワー:6 uW

ディスペンサー最大印加電流：5.72 A



• Xeランプと分光器を組み合わせた光源の設置を行い、CsTe成膜の試験
を行った。

• 既存の光学系を使って266 nmに対する光のパワーがカソード上で6 uW
程度。

• SN比は悪いものの、数十nA程度の光電流が測定され量子効率を算出す
ることができた。

• 光源の設置を考え、カソード上でのパワーを上げたい。

まとめと今後の予定


